
 

 

 
 

   

 

西濃地域初！えるぼし認定企業が誕生！ 

認定通知書交付式を開催します 
 

 

 岐阜労働局（局長 畑 俊一）は、令和２年５月７日付けで女性活躍推進法に基づき以下

の企業を認定しました。 

岐阜労働局管内のえるぼし認定企業は合計７社となりました。 

本認定は、女性活躍推進法に基づく行動計画の策定・届出を行った企業のうち、女性の活

躍推進に関する状況等が優良な企業が都道府県労働局への申請により、厚生労働大臣の認定

を受けることができるものです。 

認定は評価項目を満たす項目数に応じて３段階あります。（裏面参照） 

 

 

                           

 

 

*実施状況については別添１を参照ください 

 

 

今般、下記のとおり、えるぼし認定通知書交付式を開催します。 
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岐阜労働局 雇用環境・均等室    

監 理 官  筒井 俊幸 

室長補佐  青木 賢次 

電話 058-245-1550  FAX  058-245-7055 

 

岐 阜 労 働 局 発 表 
令和２年５月２８日（木） 

 

２段階目 

 

 

       Press Release 
岐阜労働局 
Ｇｉｆｕ Labour Bureau 

厚生労働省 

女性活躍推進法・えるぼし認定

企業 

場所▶ 大垣市役所４階 公室１ 
（大垣市丸の内２丁目２９番地） 

日時▶ 令和２年６月１５日（月）１３:００～ 

 

株式会社 

セントラルパートナーズ 
（大垣市内 金融業,保険業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定通知書交付式  ※当日の取材をお願いします。 



 

 

 

   

１．【５つの基準（採用、継続

就業、労働時間等の働き方、

管理職比率、多様なキャリアコ

ース）】のうち１つ又は２つの基

準を満たし、その実績を厚生労

働省のウェブサイトに毎年公表

していること。 

２．満たさない基準については、

事業主行動計画策定指針に

定められた当該基準に関連する

取組を実施し、その取組の実施

状況について厚生労働省のウェ

ブサイトに公表するとともに、２

年以上連続してその実績が改

善していること。 

 

１．【５つの基準（採用、継続

就業、労働時間等の働き方、

管理職比率、多様なキャリアコ

ース）】のうち３つ又は４つの基

準を満たし、その実績を厚生労

働省のウェブサイトに毎年公表

していること。 

２．満たさない基準については、

事業主行動計画策定指針に

定められた当該基準に関連する

取組を実施し、その取組の実施

状況について厚生労働省のウェ

ブサイトに公表するとともに、２

年以上連続してその実績が改

善していること。 

 

１．【５つの基準（採用、継続

就業、労働時間等の働き方、

管理職比率、多様なキャリアコ

ース）】の全てを満たし、その実

績を厚生労働省のウェブサイト

に毎年公表していること。 

 

 

＜上記以外の認定基準（1 段階目～3 段階目共通）＞ 

１．事業主行動計画策定指針に則して適切な一般事業主行動計画を定めたこと。 

２．策定した一般事業主行動計画について、適切に公表及び労働者への周知をしたこと。 

３．認定の取消し又は辞退の日から起算して 3 年を経過していること。 

４．青少年の雇用の促進等に関する法律第 11 条の規定により、公共職業安定所が求人の申し込みを受

理しないことができる場合に該当しないこと。 

５．法及び法に基づく命令その他関係法令に違反する重大な事実がないこと。 

えるぼし認定基準 

１段階目 ２段階目 ３段階目 



 
株式会社セントラルパートナーズ（大垣市） 

★４つの評価項目の基準を満たしており、えるぼし（２段階目）に認定しました。     
評価 
項目 認定基準 実 績 

１ 

採 

用 

男女別の採用における競争倍率が同等程度 
（女性の競争倍率×0.8＜男性の競争倍率） 

※雇用管理区分ごとに算出 
※競争倍率は直近の３事業年度の平均値の

（応募者数÷採用者数）で算出。 
※期間の定めのない労働契約締結を目的とす

るものが対象者。 

【競争倍率】 

正社員(営業系)：女性 2.34 倍(2.92 倍×0.8)＜男性 2.36 倍 
正社員(管理系)：女性 1.34 倍(1.67 倍×0.8)＜男性 13 倍 

※女性の競争倍率×0.8 は男性より低い。 

２  

継 

続 

就 

業 

男性労働者の平均継続勤務年数に対する、
女性労働者の平均継続勤務年数の割合が
0.7 以上 
（女性労働者の平均継続勤務年数÷男性
労働者の平均継続勤務年数≧0.7） 

※雇用管理区分ごとに算出 
※期間の定めのない労働契約締結を目的とす

るものが対象者。 

【平均継続勤務年数】 
正社員(営業系)：（女性 3.39÷男性 5.78）0.59 ＜ 0.7 
正社員(管理系)：（女性 6.11÷男性 8.25）0.74 ≧ 0.7 

【当該基準に関する取組】 
女性の出産後の時短勤務制度、子の看護休暇制度の周知

や情報提供を行っている。 

【正社員(営業系)の改善実績】 
（2017 年）0.46 ⇒（2018 年）0.55 ⇒（2019 年）0.59 

※正社員(営業系)については基準を満たさないが、基準に関
する取り組みを実施し、２年以上連続して実績が改善して
いる。 

３ 

労
働
時
間
等
の 

働
き
方 

労働者の月別平均残業時間が各月ごとに
45 時間未満 

※平均残業時間は、法定時間外労働及び法定休
日労働時間の合計時間数の平均時間とする。 

※雇用管理区分ごとに算出 
※直近の事業年度の月別平均残業時間が全て

45 時間未満 

【月別平均残業時間（最長の時間）】 
正 社 員：(営業系) 40.1 時間、(管理系) 27.9 時間 
契約社員：(営業系) 01.8 時間、(管理系) 03.3 時間 
ク ル ー：(営業系) 00.0 時間、(管理系) 00.0 時間 

※雇用管理区分ごとの月別平均残業時間の最長の 
時間が45 時間未満である。 

４ 

管
理
職 

 
 

比
率 

管理職に占める女性労働者の割合が別に定
める産業ごとの平均値以上 

※産業ごとの平均値とは、日本標準産業分類
に掲げる大分類を基本に過去３年間の平均
値を毎年改訂。厚生労働省ホームページに
掲載。 

【管理職に占める女性労働者の割合】 
 13.8％ 

※金融業、保険業の平均値（11.5％）以上である。 

５ 

多
様
な 

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス 

直近３事業年度のうち、以下について１項目
以上の実績を有する 

A 女性の非正規社員から正社員への転換、
又は女性の派遣労働者の通常の労働者と
しての雇い入れ 

B 女性の労働者のキャリアアップに資する
雇用管理区分間の転換 

C 過去に在籍した女性の正社員としての再
雇用 

D おおむね 30 歳以上の女性の正社員とし
ての採用 

【各項目の実績】 
Ａ 3 人 
Ｂ なし 
Ｃ なし 
Ｄ なし 

※１項目において実績がある。 

常時雇用する労働者数：２３０名   産業分類：金融業,保険業 

女性の活躍に関する実施状況 別添１ 

基準 
クリア！ 

基準 
クリア！ 

基準 
クリア！ 

基準 
クリア！ 



別添２



別添3

認定年 企業名 所在地 業種 企業規模 段階

２０２０年 株式会社セントラルパートナーズ 大垣市 金融業,保険業 ２３０人 ２段階目 

株式会社ディマンシェ 岐阜市 卸売業,小売業 ４７人 ２段階目 

伏屋社会保険労務士事務所 岐阜市
学術研究,

専門・技術サービス業
３９人 ２段階目 

２０１７年 医療法人和光会 岐阜市 医療,福祉 ８５８人 ３段階目 

株式会社十六銀行 岐阜市 金融業,保険業 ４,７２３人 ３段階目 

たんぽぽ薬局株式会社 岐阜市 卸売業,小売業 ９５８人 ３段階目 

株式会社中広 岐阜市 情報通信業 ４４４人 ２段階目 

２０１８年

２０１６年

　　岐阜県内のえるぼし認定企業一覧

令和２年５月２８日現在





・採用した労働者に占める女性労働者の割合(区)

・男女別の採用における競争倍率(区)

・労働者に占める女性労働者の割合(区)(派)

・男女別の配置の状況(区)

・男女別の将来の育成を目的とした教育訓練の受講
の状況(区)

・管理職及び男女の労働者の配置・育成・評価・昇
進・性別役割分担意識その他の職場風土等に関する
意識(区) (派:性別役割分担意識など職場風土等に関
する意識)

・管理職に占める女性労働者の割合

・各職階の労働者に占める女性労働者の割合及び
役員に占める女性の割合

・男女別の１つ上位の職階へ昇進した労働者の割合

・男女の人事評価の結果における差異(区)

・セクシュアルハラスメント等に関する各種相談窓口
への相談状況(区)(派)

・男女別の職種又は雇用形態の転換の実績(区)(派)

・男女別の再雇用又は中途採用の実績(区)

・男女別の職種若しくは雇用形態の転換者、再雇用者
又は中途採用者を管理職へ登用した実績

・非正社員の男女別のキャリアアップに向けた研修の
受講の状況(区)

・男女の賃金の差異(区)

 状況把握・課題分析の結果、上記の①または②の区分のどちらか一方の取り組みが既に進んでおり、もう一方
の取り組みを集中的に実施することが適当と認められる場合には、①または②のどちらかの区分から２項目以
上を選択して、関連する数値目標を定めても構いません。

近年、女性社員の採用も増えてきているが、管理職
の女性は少なく、また、男女ともに長時間労働が課
題である会社の場合

数値目標１ ①の区分に関する数値目標！

数値目標の例

常時雇用する労働者数301人以上の事業主は、2020年４月１日以降が始期となる一般事
業主行動計画を作成する際は、原則として、以下の①と②の区分ごとに１つ以上の項目を
選択し、それぞれ関連する数値目標を定めた行動計画の策定届を、管轄の都道府県労働局
まで届け出る必要があります。(電子申請、郵送、持参)

① 女性労働者に対する職業生活に
関する機会の提供

・男女の平均継続勤務年数の差異(区)

・10事業年度前及びその前後の事業年度に採用
された労働者の男女別の継続雇用割合(区)

・男女別の育児休業取得率及び平均取得期間(区)

・男女別の職業生活と家庭生活との両立を支援する
ための制度（育児休業を除く）の利用実績(区)

・男女別のフレックスタイム制、在宅勤務、テレ
ワーク等の柔軟な働き方に資する制度の利用実績

・労働者（※）の各月ごとの平均残業時間数等の

労働時間 （健康管理時間）の状況

・労働者（※）の各月ごとの平均残業時間数等の

労働時間 （健康管理時間）の状況(区)(派)

・有給休暇取得率(区)

② 職業生活と家庭生活との両立に
資する雇用環境の整備

課長職より１つ下の職階の女性割合を
20％から30％にする。

数値目標2 ②の区分に関する数値目標！

毎月の平均残業時間を20時間以下にする。

（※）2020年４月１日以降、状況把握の際には、管理職
を含む全労働者の労働時間を把握する必要がありま
すので、ご注意ください。

※「(区)」の表示のある項目：状況把握の際は、

雇用管理区分ごとに把握を行うことが必要です。

※「(派)」の表示のある項目：労働者派遣の役務の提供を

受ける場合には、状況把握の際は、派遣労働者を含めて

把握を行うことが必要です。

※ 上記の項目は状況把握項目を区分したものであり、下線は
基礎項目（必ず把握すべき項目）です。(他は選択項目)

改正女性活躍推進法が施行されます！

１

301人以上事業主：一般事業主行動計画の改正内容（2020年４月１日施行）

★ 2020年（令和２年）４月１日以降、常時雇用する労働者数301人以上の事業主については、
一般事業主行動計画の策定や情報公表の方法が順次変わります。

★ 2022年（令和４年）４月１日から、一般事業主行動計画の策定や情報公表の義務が常時雇用
する労働者数101人以上の事業主まで拡大されます。（300人以下の事業主は現在努力義務です）



Ｂ社の行動計画期間（2020.3.31終期） Ｂ社の行動計画期間（2020.4.1始期）

2020年６月１日以降は、常時雇用する労働者数301人以上の事業主は、女性の活躍に関
する情報公表についても、以下の①と②の区分から、それぞれ１項目以上選択して２項目
以上情報公表する必要があります。

301人以上事業主：情報公表の改正内容（2020年６月１日施行）

※「(区)」の表示のある項目は、雇用管理区分ごとに公表を行うことが必要です。

※「(派)」の表示のある項目は、労働者派遣の役務の提供を受ける場合には、派遣労働者を含めて公表を行うことが
必要です。

A社の行動計画期間（2020.6.30終期）

2020.
3.31

2020.
4.1

2020.
6.30

４月１日が始期となる次期
行動計画に数値目標を２つ
以上入れてください

４月１日時点では行動計画を策定
し直す必要はありませんが、7月１
日が始期となる次期行動計画に数
値目標を２つ以上入れてください

（※）策定届の新様式は、女性活躍推進法特集ページ（厚生労働省ホームページ内）に今後掲載する予定です

ので、ご確認ください。

2020.
7.1

 併せて、上記の項目とは別に、以下の項目についても、女性活躍推進法に基づく公表が可能となります。

・女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供に資する社内制度の概要

・労働者の職業生活と家庭生活の両立に資する社内制度の概要

2020年（令和２年）４月１日になったら、常時雇用する労働者301人以上の
全事業主が一般事業主行動計画を策定し直さないといけないのでしょうか？

Q

A
2020年（令和２年）４月１日以降に行動計画の始期を設定する301人以上
の事業主は、数値目標を２つ以上定めた行動計画を策定し、策定届を都道

府県労働局に提出する必要があります。

2020年（令和２年）３月３１日までに都道府県労働局に策定届（※）を提出する
場合は、行動計画に定める数値目標は１つ以上でよいのでしょうか？

Q

A
2020年（令和２年）３月３１日までに策定届を提出する場合でも、行動計画の始
期が2020年（令和２年）４月１日以降の場合は、数値目標を２つ以上定めた行動
計画を策定する必要があります。

・男女の平均継続勤務年数の差異

・10事業年度前及びその前後の事業年度に

採用された労働者の男女別の継続雇用割合

・男女別の育児休業取得率(区)

・労働者の一月当たりの平均残業時間

・労働者の一月当たりの平均残業時間(区) (派)

・有給休暇取得率

・有給休暇取得率(区)

② 職業生活と家庭生活との両立に
資する雇用環境の整備

・採用した労働者に占める女性労働者の割合(区)

・男女別の採用における競争倍率(区)

・労働者に占める女性労働者の割合(区)(派)

・係長級にある者に占める女性労働者の割合

・管理職に占める女性労働者の割合

・役員に占める女性の割合

・男女別の職種又は雇用形態の転換実績(区)(派)

・男女別の再雇用又は中途採用の実績

① 女性労働者に対する職業生活に
関する機会の提供

２



101人以上～300人事業主：

一般事業主行動計画の策定・情報公表の義務の対象拡大（2022年４月１日施行）

※「(区)」の表示のある項目は、雇用管理区分ごとに公表を行うことが必要です。

※「(派)」の表示のある項目は、労働者派遣の役務の提供を受ける場合には、派遣労働者を含めて公表を行うことが
必要です。

 併せて、上記の項目とは別に、以下の項目についても、女性活躍推進法に基づく公表が可能となります。

・女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供に資する社内制度の概要

・労働者の職業生活と家庭生活の両立に資する社内制度の概要

・男女の平均継続勤務年数の差異

・10事業年度前及びその前後の事業年度に

採用された労働者の男女別の継続雇用割合

・男女別の育児休業取得率(区)

・労働者の一月当たりの平均残業時間

・労働者の一月当たりの平均残業時間(区) (派)

・有給休暇取得率

・有給休暇取得率(区)

② 職業生活と家庭生活との両立に
資する雇用環境の整備

・採用した労働者に占める女性労働者の割合(区)

・男女別の採用における競争倍率(区)

・労働者に占める女性労働者の割合(区)(派)

・係長級にある者に占める女性労働者の割合

・管理職に占める女性労働者の割合

・役員に占める女性の割合

・男女別の職種又は雇用形態の転換実績(区)(派)

・男女別の再雇用又は中途採用の実績

① 女性労働者に対する職業生活に
関する機会の提供

一般事業主行動計画の策定・届出義務及び自社の女性活躍に関する情報公表の義務の対象
が、常時雇用する労働者数が301人以上の事業主から101人以上の事業主に拡大されます。
常時雇用する労働者数101人以上300人以下の事業主は、施行日までに、以下の行動計画
の策定・届出及び情報公表のための準備を行ってください。

ステップ１：自社の女性の活躍に関する状況の把握、課題分析
・自社の女性の活躍に関する状況を、以下の基礎項目（必ず把握すべき項目）を用いて把握して

ください。
・把握した状況から自社の課題を分析してください。

ステップ２：一般事業主行動計画の策定、社内周知、外部公表
・ステップ１を踏まえて、(a)計画期間、(b)１つ以上の数値目標、(c)取組内容、(d)取組の実施時期

を盛り込んだ一般事業主行動計画を策定してください。
・一般事業主行動計画を労働者に周知・外部へ公表してください。

ステップ３：一般事業主行動計画を策定した旨の届出
・一般事業主行動計画を策定した旨を都道府県労働局へ届け出てください。(電子申請、郵送、持参)

ステップ４：取組の実施、効果の測定
・定期的に、数値目標の達成状況や、一般事業主行動計画に基づく取組の実施状況を点検・評価し

てください。

（注２）（区）の表示のある項目については､雇用管理区分ごとに把握を行うことが必要です。

１ 一般事業主行動計画の策定・届出

２ 女性の活躍に関する情報公表

（注１）事業主にとって課題があると判断された事項については、選択項目（必要に応じて把握する項目（１ページの下線
以外の項目））を活用し、原因の分析を深めることが有効です。

自社の女性の活躍に関する状況について、以下の項目から１項目以上選択し、求職者等が簡単に
閲覧できるように情報公表してください。

・採用した労働者に占める女性労働者の割合（区）

・管理職に占める女性労働者の割合

【基礎項目】

３

・男女の平均継続勤務年数の差異（区）

・労働者の各月ごとの平均残業時間数等の労働時間の状況



お問い合わせ先 都道府県労働局 雇用環境・均等部（室）

「プラチナえるぼし」認定の創設（2020年６月１日施行）

https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/

女性の活躍推進に関する状況等が優良な事業主への認定である現行の「えるぼし認定」より
も水準の高い「プラチナえるぼし」認定を創設しました。

▶▶ 認定の段階

プラチナえるぼし ・策定した一般事業主行動計画に基づく取組を実施し、当該行動計画に定めた目
標を達成したこと。

・男女雇用機会均等推進者、職業家庭両立推進者を選任していること。（※）
・プラチナえるぼしの管理職比率、労働時間等の５つの基準の全てを満たしている

こと（※）
・女性活躍推進法に基づく情報公表項目（社内制度の概要を除く。）のうち、
８項目以上を「女性の活躍推進企業データベース」で公表していること。（※）

（※）実績を「女性の活躍推進企業データベース」に毎年公表することが必要

えるぼし
（３段階目）

・えるぼしの管理職比率、労働時間等の５つの基準の全てを満たし、その実績を
「女性の活躍推進企業データベース」に毎年公表していること。

えるぼし
（２段階目）

・えるぼしの管理職比率、労働時間等の５つの基準のうち３つ又は４つの基準を満
たし、その実績を「女性の活躍推進企業データベース」に毎年公表していること。

・満たさない基準については、事業主行動計画策定指針に定められた取組の中から
当該基準に関連するものを実施し、その取組の実施状況について「女性の活躍推
進企業データベース」に公表するとともに、２年以上連続してその実績が改善し
ていること。

えるぼし
（１段階目）

・えるぼしの管理職比率、労働時間等の５つの基準のうち１つ又は２つの基準を満
たし、その実績を「女性の活躍推進企業データベース」に毎年公表していること。

・満たさない基準については、事業主行動計画策定指針に定められた取組の中から
当該基準に関連するものを実施し、その取組の実施状況について「女性の活躍推
進企業データベース」に公表するとともに、２年以上連続してその実績が改善し
ていること。

●えるぼし認定：一般事業主行動計画の策定・届出を行った事業主のうち、女性の活躍推進に関する取
組の実施状況が優良である等の一定の要件を満たした場合に認定します。

●プラチナえるぼし認定：えるぼし認定を受けた事業主のうち、一般事業主行動計画の目標達成や女性
の活躍推進に関する取組の実施状況が特に優良である等の一定の要件を満たした場合に認定します。

・認定を受けた事業主は、厚生労働大臣が定める認定マーク「えるぼし」又は「プラチナえるぼし」
を商品や広告などに付すことができ、女性活躍推進企業であることをPRすることができます。
認定を受けた事業主であることをPRすることにより、優秀な人材の確保や企業イメージの向上等に
つながることが期待できます。

・認定を受けた事業主は、公共調達の加点を受けられます。
・また、プラチナえるぼし認定を受けた事業主は、一般事業主行動計画の策定・届出が免除されます。

▶▶ 認定の取得のメリット

４



「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」

 に基づく認定を取得しましょう！

都道府県労働局雇用環境・均等部（室）

認定マーク

「えるぼし」



※詳細は、下記の厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ）のパンフレット「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画を策定しましょう！！」をご参照ください。

一般事業主行動計画の策定など

認定とは

職業生活において、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を実現するため、国、地方公共団体、民間

事業主（一般事業主）それぞれの女性の活躍推進に関する責務等を定めた「女性の職業生活における活躍

の推進に関する法律」（女性活躍推進法）が、平成28年４月１日から全面施行されています。

この法律では、雇用している、又は雇用しようとする女性労働者に対する活躍の推進に関する取組を実施

するよう努めることとされています。

具体的には、
●常時雇用する労働者（※）の数が301人以上の事業主に対しては、
①自社の女性の活躍に関する状況把握、課題分析

②状況把握、課題分析を踏まえ、 (a)計画期間、 (b)数値目標、 (ｃ)取組内容、(d)取組の実施期間を盛
り込んだ行動計画の策定、策定・変更した行動計画の非正社員を含めた全ての労働者への周知及び外
部への公表

③行動計画を策定した旨の都道府県労働局への届出

④女性の活躍に関する情報の公表

●常時雇用する労働者が300人以下の事業 については

が義務づけられています。

主 、上記①～④が努力義務とされていますが、規模
にかかわらず、個々の事業主の課題に応じて積極的に取り組みましょう。

（※）正社員だけでなくパート、契約社員、アルバイトなどの名称にかかわらず、以下の要件に該当する労働者も含む。
①期間の定めなく雇用されている者
②一定の期間を定めて雇用されている者であって、過去１年以上の期間について引き続き雇用されている者又は雇入れの時か
ら１年以上引き続き雇用されると見込まれる者

●行動計画の策定、策定した旨の届出を行った事業主のうち、女性の活躍推進に関する状況等が優良な事業

主は、都道府県労働局への申請により、厚生労働大臣の認定を受けることができます。

●認定を受けた事業主は、厚生労働大臣が定める認定マークを商品や広告などに付すことができ、女性活躍

推進事業主であることを P Rすることができ、優秀な人材の確保や企業イメージの向上等につながるこ
とが期待できます。

例 ・商品

・求人広告、求人票

・名刺

・印刷された広告、テレビ広告　など

１

○認定基準の考え方や詳細については、

厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ）

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html

Ｑ＆Ａもご確認ください。
なお、認定申請書や認定申請関係書類(P.６～)も
当ページからダウンロードができます。

女性活躍推進法特集ページ で検索！

公共調達による優遇措置

女性活躍推進法に基づく認定企業(えるぼし認定企業)等が公共調達で有利になります！

中小企業の場合行動計画の策定・届出を行うだけで、加点の対象になる場合があります！ 
・各府省庁等が総合評価落札方式又は企画競争による調達によって公共調達を実施する場合は、「女性の
職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく認定企業などを加点評価するよう定められていま
す。(女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する取組指針)
・これを踏まえ、各府省庁は、公共調達において、ワークライフバランス等を推進する企業を積極的に評
価し、これらの企業の受注機会の増大を図る観点から、えるぼし認定企業などのワークライフバランス
推進企業を評価する項目を設定することとしています。



評価項目を満たす項目数に応じて３段階あります。

各段階において、以下のいずれも満たすことが必要です。

認定の段階

●次ページに掲げる５つの基準のうち１つ又は２つの基準を満たし、その実

績を厚生労働省のウェブサイト（※１）に毎年公表していること。

●満たさない基準については、事業主行動計画策定指針に定められた当該

基準に関連する取組（※２）を実施し、その取組の実施状況について厚

生労働省のウェブサイトに公表するとともに、２年以上連続してその実

績が改善していること。

●下段の★印に掲げる基準を全て満たすこと。

●次ページに掲げる５つの基準のうち３つ又は４つの基準を満たし、その実

績を厚生労働省のウェブサイト（※１）に毎年公表していること。

●満たさない基準については、事業主行動計画策定指針に定められた当該

基準に関連する取組（※２）を実施し、その取組の実施状況について厚

生労働省のウェブサイトに公表するとともに、２年以上連続してその実

績が改善していること。

●下段の★印に掲げる基準を全て満たすこと。

●次ページに掲げる５つの基準の全てを満たし、その実績を厚生労働省の
ウェブサイト（※１）に毎年公表していること。

●下段の★印に掲げる基準を全て満たすこと。

●事業主行動計画策定指針に則して適切な一般事業主行動計画を定めたこと。

●策定した一般事業主行動計画について、適切に公表及び労働者への周知をしたこと。

●女性活躍推進法及び女性活躍推進法に基づく命令その他関係法令に違反する重大事実がないこと

※「その他関係法令」とは、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイム労働法、労働基準法など (｢注意事項｣を参照)

★

（法施行前からの実績を含めることが可能)

(※１)厚生労働省のウェブサイトとは厚生労働省の「女性の活躍推進企業データベース」(詳細はP.５参照)

(※２)必ずしも指針に盛り込まれた取組に限定されるものではなく、指針に盛り込まれた取組と同等以上に自社において効果的と考えられ

る取組であればよい。

次ページに掲げる基準以外のその他の基準は以下の３つです。

２段階目

３段階目

２

●以下に該当した場合は、女性活躍推進法第11条に基づき認定取消の対象となるのでご留意ください。
（詳細は厚生労働省「女性活躍推進法特集ページ」を参照）

①認定一般事業主が女性活躍推進法第９条に規定する基準に適合しなくなったと認めるとき

②女性活躍推進法又は女性活躍推進法に基づく命令に違反したとき

③不正の手段により認定を受けたとき

※女性活躍推進法第９条に規定する基準に適合しなくなったと認めるときとは、例えば、

・女性の職業生活における活躍の状況に関する実績に係る基準で評価した項目について、基準の９割未満の状態が２年間継続した 場合

・女性の職業生活における活躍の状況に関する実績に係る基準を満たす事項の公表について認定取得時以降の公表を２年間にわたり怠った 場合

・男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイム労働法で勧告された場合

・労働基準法、労働安全衛生法等に違反して送検公表された場合

・労働保険料未納の場合
・長時間労働等に関する重大な労働関係法令に違反し、是正する意志がない場合

・労働基準関係法令の同一条項に複数回違反した場合

・違法な長時間労働を繰り返し行う企業の経営トップに対する都道府県労働局長による是正指導の実施に基づき企業名が公表された場合 など

１段階目

注意事項

●認定一般事業主が認定を取り消された場合、取消の日以後は認定マークを使用することはできません。



認定基準及び計算方法

以下の、１から５の評価項目を満たす項目数に応じて、取得できる認定段階が決まります。

【評価項目１：採用】（区）

男女別の採用における競争倍率（応募者数／採用者数）が同程度（※）であること

※『直近３事業年度の平均した「採用における女性の競争倍率」』×０.８が、『直近３事業年度の平均した「採用における
男性の競争倍率」』よりも雇用管理区分ごとにそれぞれ低いこと（期間の定めのない労働契約を締結することを目的とす

るものに限る）

・女性（男性）の競争倍率

「女性(男性)の応募者数(実質的な採用選考が始まった段階の人数)」÷「女性(男性)採用者数(内定者を含んでもよい)」

・中途採用を含む

・直近３事業年度の女性(男性)の競争倍率の平均値

{｢直近事業年度の女性(男性)の競争倍率｣＋｢(直近－１)事業年度の女性(男性)の競争倍率｣＋ ｢(直近－２)事業年度の

女性(男性)の競争倍率｣}÷３

【評価項目２：継続就業】（区）

①「女性労働者の平均継続勤務年数÷男性労働者の平均継続勤務年数」が雇用管理区分ごとにそれぞれ

0.７以上であること（期間の定めのない労働契約を締結している労働者に限る）

又は

②「10事業年度前及びその前後の事業年度に採用された女性労働者の継続雇用割合」÷「10事業年度

前及びその前後に採用された男性労働者の継続雇用割合」が雇用管理区分ごとにそれぞれ0.8以上

であること（期間の定めのない労働契約を締結している労働者かつ新規学卒採用者 に等 限る）

・女性(男性)の継続雇用割合

｢９～11事業年度前に採用した女性(男性)労働者であって現在雇用されている者の数｣÷｢９～11事業年度前に採用し

た女性(男性)労働者の数｣

・各雇用管理区分ごとに、①又は②のいずれかの項目を満たせば継続就業に関する認定基準を満たす

・平均継続勤務年数を算出するにあたり、有期雇用から無期雇用に転換した者については、有期雇用として勤務してい

た期間についても原則含む (それまでの継続勤務年数が明確でない場合は、改正労働契約法の施行日である平成25年

４月１日から状況把握日まで勤務継続していることとして差し支えない。また、転換者以外の無期雇用とは別の雇用

管理区分としても差し支えない。)

【評価項目３：労働時間等の働き方】（区）

雇用管理区分ごとの労働者の法定時間外労働及び法定休日労働時間の合計時間数の平均が、直近の事業

年度の各月ごとに全て４５時間未満であること

｢各月の対象労働者の(法定時間外労働＋法定休日労働)の総時間数の合計」÷ ｢対象労働者数｣＜ 45時間

これにより難い場合は、

[「各月の対象労働者の総労働時間数の合計」－「各月の法定労働時間の合計＝(40×各月の日数÷7)×対象労

働者数」] ÷「対象労働者数」＜ 45 時間

・対象者について、以下のA及びBを除く

A 事業場外みなし労働時間制の適用を受ける労働者(労働基準法第38条の２)、管理監督者等(労働基準法第41条)

B 専門業務型裁量労働制の適用を受ける労働者(労働基準法第38条の３)、企画業務型裁量労働制の適用を受ける

労働者（労働基準法第38条の４）

・｢各月の労働者数｣については、当該月の初日から末日まで従事した労働者をカウントし、各月の｢法定時間外労働｣、

｢法定休日労働｣、｢総労働時間｣については、当該月の初日から末日まで従事した労働者の｢法定時間外労働｣、｢法定

休日労働｣、｢総労働時間｣をカウントする

３



【評価項目４：管理職比率】

①管理職に占める女性労働者の割合が別に定める産業ごとの平均値以上であること

又は

②『直近３事業年度の平均した「課長級より１つ下位の職階にある女性労働者のうち課長級に昇進した
女性労働者の割合」』÷『直近３事業年度の平均した「課長級より１つ下位の職階にある男性労働者
のうち課長級に昇進した男性労働者の割合」』が0.８以上であること

・「管理職」とは、「課長級」と「課長級より上位の役職（役員を除く）」にある労働者の合計

「課長級」とは、以下のいずれかに該当する者
・事業所で通常「課長」と呼ばれている者であって、２係以上の組織からなり、若しくは、その構成員が10人以上 (課長含む )の長
・同一事業所において、課長の他に、呼称、構成員に関係なく、その職務の内容及び責任の程度が「課長級」に相当する者

（ただし、一番下の職階ではないこと）

・産業ごとの平均値

産業大分類を基本に、過去３年間の平均値を毎年改訂。厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ：P. 1

参照）に掲載。

・１つ下位の職階から課長級に昇進した女性(男性)労働者の割合（＊）
｢直近の事業年度に課長級に昇進した女性(男性)労働者の数｣÷｢直近の事業年度開始の日に課長級より１つ下の職階
の女性(男性)労働者の数｣

・直近３事業年度の平均値

{｢直近の事業年度の(＊)｣＋｢(直近－１)事業年度の(＊)｣＋｢(直近－2)事業年度の(＊)｣}÷３

・②について、昇進にあたって、一定の勤務年数や、１つ下位の職階に昇進してからの滞留年数を要件としている場合

は、分母（１つ下位の職階にある労働者総数）について、当該要件に該当する者に限定しても差し支えない。

【評価項目５：多様なキャリアコース】

直近の３事業年度のうち､以下について大企業は２項目以上（非正社員がいる場合は必ずAを含むこと）、
中小企業は１項目以上の実績を有すること

A 女性の非正社員から正社員への転換（派：雇入れ）

B 女性労働者のキャリアアップに資する雇用管理区分間の転換

C 過去に在籍した女性の正社員としての再雇用

D おおむね30歳以上の女性の正社員としての採用

・「非正社員」には、派遣労働者を含む。

・「短時間正社員」については、「正社員」に該当する。

「短時間正社員」とは、他の正規型のフルタイムの労働者と比較し、その所定労働時間（所定労働日数）が短い正規型の労働者

であって、以下の①、②のいずれにも該当する者

①期間の定めのない労働契約を締結している者

②時間当たりの基本給及び賞与・退職金等の算定方法等が同一事業所に雇用される同種のフルタイムの正規型の労働者と同等

である者

４

【留意点】

●(区)の表示のある項目については、雇用管理区分ごとに把握を行うことが必要。

※「雇用管理区分」・・・職種、資格、雇用形態、就業形態等の労働者の区分であって､当該区分に属している労働者について他

の区分に属している労働者と、従事する職務内容、人事異動(転勤、昇進・昇格を含む)の幅や頻度において異なる雇用管理を

行うことを予定して設定しているものをいう。

(例：総合職、一般職 ／ 事務職、技術職、専門職 ／ 正社員、契約社員、パートタイム労働者 など)

●属する労働者数が全労働者数のおおむね1割程度に満たない雇用管理区分がある場合は､ 職務内容等に照らし、類似の雇用管理区

分とまとめて算出して差し支えないこと（雇用形態が異なる場合を除く。）。

また、職務内容等に照らし、類似の雇用管理区分をまとめるにあたっては、賃金待遇やキャリアの見通し等に大きな違いがないも

のに限るよう留意すること。

●｢直近の事業年度｣とは、認定申請を行う事業年度の前の事業年度とする。例えば、事業年度が毎年４月１日から翌年の３月31日まで

である事業主が、平成29年４月１日に認定申請をしようとする場合など、申請時に前の事業年度の数字を把握することが困難な項

目については、前々事業年度までの数値等を用いることができる。なお、事業年度については、必ずしも「４月１日から翌年の３月

31日」となっていなくても、各社における事業年度として差し支えない。
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実績を明らかにする書類（認定申請関係書類）

10

認定申請書３の実績を明らかにする書類として、以下の「女性活躍推進法 認定申請関係書類」を提出して
ください。様式については、厚生労働省ホームページの女性活躍推進法特集ページ（詳細はP.１参照）から
ダウンロードできますので、ご利用ください。

様式４

３（１）採用に関する状況

①直近の3事業年度の男女別の採用における競争倍率

労働局チェ ック欄

雇用管理区分 事業年度 応募者数 採用者数 競争倍率

直近3事業年

度の平均競

争倍率（A）

(A)*0.8=(C) 応募者数 採用者数 競争倍率

直近3事業年

度の平均競

争倍率（B）
C＜B

X 4 2

X-1 4 2

X-2 4

50

50

50

２00

２00

２00 2

50

50

50

100

100

100

X

X-1

X-2

X

X-1

X-2

②CがB以上の事業主のみ記入

雇用管理区分 事業年度 応募者数 採用者数 競争倍率

直近3事業年

度の平均競

争倍率（A）
応募者数 採用者数 競争倍率

直近3事業年

度の平均競

争倍率（B）

X

X-1

X-2

X-1

X-2

X-3

X-2

X-3

X-4

総合職

総合職

女性活躍推進法　認定申請関係書類 一般事業主の氏名又は名称 株式会社ＫＩＮＴＯＵ

平成　 ×年　 ×月　 ×日認定申請年月日

総合職

男性

□

直近の事業年度＝X

例：平成29年度に認定申請を行う場合は、Xは28年度、X-1は27年度、X-2は26年度の状況を記載します。

※各単位省略

※雇用管理区分が多く、記入しきれない場合は、適宜行をコピーして増やして下さい。

4

4

2

総合職

0 0

女性

3.2

女性

□

0 □

労働局チェ ック欄

改善が見られ

るか
（B/A値がアップし

ているか）

□

男性

（B）/（Ａ）

認定申請書３（１）① (B)欄に転記

認定申請書３（１）① (A)欄に転記
全ての雇用管理区分がC＜Bの場合は

３（１）は記入終了

認定申請書３（１）①「(A)×0.8=(C)」欄

に転記

認定申請書３（１）②(A)欄にそ

れぞれ転記
認定申請書３（１）②(B)欄にそれぞ

れ転記

C≧Bの雇用管理区分があった場合には、認定申請書当該雇用

管理区分についてのみ３（１）②の欄と当欄を記入

→X-3、X-4年度の実績をそれぞれ記入

雇用管理区分が複数ある場合記入

足りない場合は適宜行をコピー

認定申請書３（１）②(B)/(A)欄にそれぞれ転記
X-3,X-4の実績を記入

4

4

4

50

50

50

２00

２00

２00

2

2

2

50

50

50

100

100

100

2 0.5

3.5

4

4

2.5

50

50

40

２00

２00

100

2

2

2.5

50

50

40

100

100

100

2.16667 0.61905

3.277778

4

2.5

3.33333

50

40

30

２00

100

100

2

2.5

3.33333

50

40

30

100

100

100

2.61111 0.79661



平成31年２月作成 パンフレット№３

一般事業主行動計画の策定・認定等に関するお問合せは、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ

【受付時間 ８時30分～17時15分（土・日・祝日・年末年始を除く）】

青森市新町２丁目４－２５　青森合同庁舎８階

03-3512-1611

018-862-6684

024-536-4609

026-227-0125

059-226-2318

0857-29-4142

088-885-6041

092-411-4894 092-411-4895

018-862-4300

024-536-4658

富山市神通本町１－５－５　富山労働総合庁舎４階

長野市中御所１－22－１　長野労働総合庁舎４階

8507

0806

名古屋市中区三の丸２－５－１　名古屋合同庁舎第２号館２階

大津市打出浜14番15号滋賀労働総合庁舎４階

052-857-0312 052-857-0400

06-6949-6486

高松市サンポート３番33号　高松サンポート合同庁舎北館２階

089-935-5210


